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今後の教育課程、学習指導及び学習評価等
の在り方に関する有識者検討会（第12回）

資 料 ４



Ⅰ．主たる教材としての教科書

Ⅱ．教科書以外の教材の在り方－その豊かさと質－

Ⅲ．教材のカリキュラム・マネジメント
－教育内容・教育方法等の変化に対応した豊かな学
びの空間－
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Ⅰ．主たる教材としての教科書
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学習指導要領と教科書

・教科書は、学習指導要領の目標が達成される
ようにつくられている。

・教科書は、年間の授業時数で指導できるよう
に単元の配列や単元にかける時数に配慮して
つくられている。

・教科書は、学習指導要領のねらいをふまえた
授業に最も適した主たる教材である。
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Ⅰー１教科書の在り方をめぐる答申等
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教科書の在り方をめぐる答申等一覧

１９９８(平成10)．７ 教課審

11 検定審

教材の精選 問題解決能力の育成

自ら学習の方法を工夫、考えるきっかけ
学習活動の過程が分かる

２００２(平成14)．７ 検定審 発展的な学習

２００８(平成20)．１ 中教審 ページ数の増加 発展的な学習

２０１６(平成28)１２ 中教審

２０１７(平成29) ５ 検定審

「主体的・対話的で深い学び」の実現
教員による活用

より学びやすい教科書
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教育課程審議会答申
（１９９８（平成１０）年７月２９日）

「教育内容の厳選の趣旨を反映し、知識の暗
記に偏りがちな教材の精選を図るとともに、学
び方や問題解決能力の育成に資する教材を豊
富にするなど、教科書の在り方を工夫する必要
がある。」
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教科用図書検定調査審議会

新しい教育課程の実施に対応した教科書の改善について（建議）
１９９８（平成１０）年１１月１３日

これからの教科書に求められる内容、記述の在り方
（３）学び方、考え方の習得が図られるものであること
○これからの教科書は、知識、技能の網羅的な詰め込みに
陥ることなく、「何を学べばいいのか」といった学習のねらい
や目標、「いかにして学ぶのか」といった学習の仕方が児童
生徒にしっかりと認識され、児童生徒自らが学習の方法を工
夫し、考えるきっかけとなり、また、それらを助けるものとなる
ことが必要である。
○計画の立て方、調べ方、観察や実験の仕方、話し合いや
報告の仕方といった学習活動の過程が分かり、児童生徒自
らが工夫し、考えることができるような教材の構成となるよう
に配慮し、学習する内容の理解に至る過程が重視されるべ
きである。
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教科用図書検定調査審議会

教科書制度の改善について（検討のまとめ）
平成１４（2002）年7月31日

教科書においては、その基本的性格を踏まえ、
以下のような考え方に基づき、「発展的な学習
内容」等の記述を可能とすることが適当である。

ア．学習指導要領の目標、内容の趣旨を逸脱
するものでないこと

イ．児童生徒の心身の発達段階に適応しており、
負担過重とならないものであること

ウ．主たる学習内容との適切な関連を有するも
のであること
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中央教育審議会答申
（２００８（平成２０）年１月１７日）

○ 「子どもが学ぶにあたって必要な学習内容
が質的にも量的にも十分に確保されるよう記述
内容を工夫しつつ、教科書のページ数を増加さ
せるようにしたり、発展的な学習に関する記述
の一層の充実が図られるようにすることなどが
必要である。」
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中央教育審議会答申
（２０１６（平成２８）年１２月２１日）

・学習指導要領等の実施に必要な諸条件の整備の
一環として教科書を位置づけている。
「主たる教材である教科書は、子供たちが『どの

ように学ぶか』に大きく影響するものであり、学習
指導要領等が目指す理念を各学校において実践でき
るかは、教科書がどう改善されていくかにも懸かっ
ている。」
「『主体的・対話的で深い学び』を実現するには、

教科書自体もそうした学びに対応したものに変わり、
教員がそれを活用しながら、教科書以外の様々な教
材も組み合わせて子供の学びの質を高めていくこと
ができるようにすることが重要である。」
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教科用図書検定調査審議会

教科書の改善について（報告）
平成２９（20１7）年５月２３日

学習指導要領改訂を反映した教科書づくり

・教科書が学習指導要領の目指す理念を体現す
る。

・教科書に掲載される主要な内容と学習指導要
領の内容・項目との対応の明示

・学習指導要領解説を教科書記述に反映

・より学びやすい教科書となるように改善

・弾力的な時間割の編成への対応、児童生徒の
個別のニーズに対応
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Ⅰー２ 教科書の使用をめぐって
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このたびの学習指導要領と教科書

○このたびの教科書は、「主体的・対話的で深い学び」の視
点から、「何を学ぶか」「どのように学ぶか」「何ができるように
なるか」を重視した指導が求められたことをふまえ、編集を工
夫。

○このたびの教科書の特徴
①「主体的・対話的で深い学び」
②キャラクターや欄外の注釈と見方・考え方
③オリエンテーション紙面

学習の進め方、教科書の使い方など巻頭のオリエンテー
ション紙面の充実
④二次元コードの掲載
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公益財団法人 教科書研究センター

「授業における教科書の使い方に関する調査研究」

○授業における教科書の使い方に関する調査研究（委員長 新井郁男）
「授業における教科書の使い方に関する調査研究（平成３０（２０１８）年度～令和５
（２０２３）年度 研究成果報告書」 公益財団法人 教科書研究センター 令和６（２０
２４）年１月３１日

○学習指導要領で重視されている「主体的な学び」という観点から、教科書の使い方
について調査研究を行い、その望ましい使い方を明らかにすることを課題とした。

○研究内容
・教科書使用の実態の把握
・教師の教科書に対する認識などを明らかに
・教科書の効果的な使用事例の収集
・教員養成・内容の検討

○国語、社会、算数・数学、理科、外国語、道徳、教科横断

○教科教育の研究者、実践者、教科書編集者など
（教科書編集者）教科書の編集意図が現場に充分に理解されて使われていない。
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国語①

・国語という教科書は、教材の集まりという側面を持つ。（小中）

・学習指導要領の構造が変わり、学習の流れそのものが書き込まれ
るようになった。（小中）
・「主体的・対話的で深い学び」に対応した教科書作りに腐心。（小中）

・学習指導要領に示された「学習過程」に即した手引の構成にそって
いるものが多い。（小中）

・学習目標に向かって、見通しをもって学習を構成するという点に共
通点あり。（小中）

・「共有」にあたる言語活動が最終にしかおかれず、全体としては相
互作用にかかわる活動が減少。 （小中）

・どんどん親切に。国語が苦手な教員や若手の教員でも授業が成立
するようにという配慮がある。（小中）
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国語②

・学習過程を取捨選択し、順序を入れ替えたり
しながら学習集団と教師の個性に合わせた形
で学習を組織立ている。

・教師に親切である反面、自在な使い方を阻む
要因にもなっている。

17



社会①

・巻頭に「社会科学習の進め方」「社会科の見方・考え方」「前の学年
の振り返り」のページを設けた。（小）
・振り返り（導入）や次につなげる働きかけ（まとめ）の工夫。（小）
・主体的・対話的で深い学びの実現に向けた工夫や配慮。（小）
・キャラクターの効果的な活用。（小）

・「社会的な見方・考え方を働かせる学習」への工夫や配慮がされて
いる。（小中）
・問題解決学習をより高める工夫や配慮。（中）
・資料活用を促す工夫や配慮。（中）

・教科書をなぞってやっていけば、どの先生でも問題解決的な学習ス
タイルに近づけるよう、全体を通して大きなテーマを追究していく意識
づけとなる工夫。（小）
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社会②

教科書の使い方

・中学年では、副読本を使い指導内容等を教科書などで
確認している。総じてよく使っている。
・授業の中で主教材として使う一般的な利用方法のみな
らず、単元計画等を立てる際に参考にする利用方法も
あることが確認された。

・活用はされている。しかし、効果的に活用するには至っ
ていない。（小）

・教科書編集が「生徒の見方・考え方を働かせる」ことを
ベースに構成されているのに対して、授業者は授業の
ねらいに合わせて理解をさせるための資料として位置づ
けている。（中）
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算数・数学①

編集意図（算数）

次のようなことを実現する意図をもって編集され
ている。
①数学的な見方・考え方を身につける
②算数を学ぶよさを実感する。
③学びのつながりを意識できる

・対話の場面や活動の場面が取り入れられてい
る
・単元、小単元を細分化し１時間の指導の区切り
もわかりやすくなっている。
・本質への入り口のヒントとなる言葉を、キャラク
ターが吹き出しで語っている。

・“できること”や“わかること”だけでなく、“考え
ること”、”楽しむこと“といった算数指導の目的
や目標に関わることが満載されている。

編集意図（数学）
①「問題発見・解決の過程」を体得する
この過程が身につけられように工夫されている。
②個に応じた学習に対応する

単元末に基本から応用までの問題を用意し習
熟度ごとに取組めるようにしている。

必修内容以外にも補充問題や興味関心に応じ
て取り組めるオプション課題を用意している。
③数学的な見方・考え方の働きを実感する
キャラクターの吹き出しや欄外の注釈で見方・
考え方を示す。
巻頭で説明するコーナーを設ける。
＊対話や活動の場面が取り入れられる。
身につけた知識・技能を利用して解決する問題
を用意。
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算数・数学②

○小・中学校の接続は余り意識されずに編集。とりわけ、
義務教育学校や小学校の教科担任制への配慮は乏し
い。

○「教科書を開かせ、閉じさせ、開かせる指導」をめぐっ
て
・教科書が授業展開を規定し過ぎている。
・授業者自身の判断として、

“問題解決に向かう途中での重要な思考や、その結
果として理解の更新や知識や方法の構成ができない、
すなわち、深い理解や高い資質・能力の育成につながら
ないことを危惧した上での判断。”
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理科①

編集意図（小）

①問題解決の過程を明確にして学び方、
学習の流れがイメージできるように。

②「主体的・対話的で深い学び」を通して、
知識及び技能を確実に習得し、思考力・
判断力・表現力等を育成できるように。

③学びの広がり、つながり、深まりなど
に対応できるように。二次元コードを記
載。

・問題解決の過程が明示され、見通しを
もって学習に取り組むようになった。

・「主体的・対話的で、深い学び」が重視。
対話を通して思考を広げ、深める構成に。
キャラクターなどの投げかけの発話など
を示す。
＊「ふきだし」の記述が充実。

編集意図（中）

①「探究の過程」を明確にして学びの流
れがわかるように編集。

②「主体的・対話的で深い学び」ができ
るような具体的な対話例を示して生徒ど
うしの対話が進められるように編集。

③安心・安全や今日的な課題への取り
組みに配慮した編集となっており、二次
元コードを記載してデジタルコンテンツ
が活用できるように編集。
・探究の過程を重視した紙面構成。

・探究の過程と「主体的・対話的で、深い
学び」を支える教科書紙面の要素。
キャラクターによる発話。傍注、脚注。

・デジタル化への対応例として二次元
コードの活用。
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理科②

・「学習の進め方」「教科書の使い方」、大多数の教員が多少なりとも扱っている。（小）
・構想、実験準備、振り返りでは活用。（小）

・指導の場面では、「非理科教員」は活用しながら指導し、「理科教員」は活用せずに指導を行う
傾向。
教科書の使い方（中）
・「新人教員」「熟達教員」ともに授業前の準備段階で活用している割合が多い。（中）

・指導の場面では、ほとんどの「新人教員」は教科書を活用しながら指導を行い、写真資料や
動画資料を利用。（中）

・振り返りの場面でも、「新人教員」の多くが活用。知識の定着をはかろうとする場面で活用。
（中）
・発話について、「熟達教員」は課題発見に、「新人教員」は予想に活用している。（中）
・探究の過程を重視した紙面構成の工夫は教員に好評。（中）
・発話などが工夫されていて指導しやすいなど、教員に好評。（中）
・二次元コードにはあまり活用されていなかった。もっとわかりやすくなるように工夫を。（中）

23



教科書の使い方をめぐって

○教科書を「開かせて、閉じさせて、開かせる」使い方
⇒関心を持つ、考える、確認する
⇒「閉じさせる」＝「深い理解や高い資質・能力の育成
につながらないと判断」
⇒教科書の在り方として、児童生徒の思考を狭めてし
まうことのおそれ。

○指導力の向上と教科書の使用

若手の教師や、その教科の指導力が十分でない教師
を前提に教科書を編集。
⇒教師の指導力育成につながらないおそれ。
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これからの教科書が変わっていくべきポイント
ー議論を必要とする諸点－

25

1 .学習者の既習の状況や思考の特性に応じた多様なアプローチが可能な
教科書（児童生徒の個別ニーズへの対応）

2.弾力的な時間割（たとえば、モジュールなど）への対応

3.問題解決に向かう途中での思考・判断・表現をより重視しつつ、その結果
として理解の更新や知識や方法の習得につながる教科書の在り方。

4.一人一台ICT端末により、児童生徒が様々な学習材に自らアクセスできる
ようになってきたという変化を踏まえた、教科書に記載すべき知識の量や
「発展的内容」の在り方。



教科書編集者と授業者とのコミュニケーション

○学習指導要領⇔教科書編集者

○教科書の編集⇒検定⇒採択

○教科書編集者⇔◆⇔授業者
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Ⅱ．教科書以外の教材の在り方
－その豊かさと質－
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教材の質・豊かさ

○授業において、教科書とともに教材が用いられる。

○これを図書教材と呼ぶこともある。テスト、ドリル、ワーク、資料集など。

（日本図書教材協会）

○ワークブック、テストブック、学習帳、ノート、作業帳、などいろいろな名称

で呼ばれている。

○学校教育法第３４条２項 主たる教材である教科書以外の教材について、
有益なものは、これを使用することができる とされている。

○図書教材のほかにも、教師が作成するプリントなども教材と呼ばれる。

○学校で整備する教材として、理科室の実験道具、体育館の跳び箱やボー
ル、など。教具と呼ばれることも。

○国による教材整備計画のもとに計画的に整備されるものも含まれる。
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教材の質・豊かさのために
ー議論を必要とする諸点－

①学習指導要領や教科
書の研究を通して教材
の質の維持と向上。

⓷保護者の経済的負担
への考慮、地方自治体
による教育予算の計上。

②教材の作成に関わる
教師の在り方。

④学習材ということ。
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学びの空間を豊かにする
ー議論を必要とする諸点－

教材を
豊かに

学びの
空間
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教材と教具の融合による豊かな学びの空間の設計

◇学校施設の立場から学びの空間
⇒高度な学びを誘発する創造的な教室
⇒専門的で高度な学びを誘発するラボ
⇒読書・学習・情報のセンターとなる図書館

◇教材・教具・家具の一体的運用による学びの計画・空間の整備
・室内空間を構成する要素として家具は重要。

◇学校施設の在り方に関する調査研究協力者会議「新しい時代の学
びを実現する学校施設の在り方について」（令和４年３月）

「（教材・教具と）家具と空間を別々に捉え計画するのではなく、学び
の空間を実現する不可分な要素として、（教材・教具と）家具も含め、
一体的に学びの空間を計画・整備することが重要。」（ｐ．２０）

「
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Ⅲ．教材のカリキュラム・マネジメント

－教育内容・教育方法等の変化に対応した豊かな学びの空間を－
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教材・教具・施設・設備ということ

学習指導要領改訂と学校施設整備指針の改訂
・幼稚園施設整備指針（令和４年６月） ・小学校施設整備指針（令和４年６
月）

・中学校施設整備指針（令和４年６月） ・高等学校施設整備指針（令和４
年６月）
・特別支援学校施設整備指針（令和４年６月）
＊「教育内容・教育方法等の変化に対応した豊かな施設環境を整備」
◇学習指導要領改訂⇒整備指針の改訂によって対応⇒現実的な学校施設
の制約⇒学校用家具の開発

学校用家具：室内空間を構成する要素として家具は重要であり、場面に応
じた多様な活動の展開や豊かな環境づくりの観点から、家具も含めて、一体
的に学びの空間を計画することも重要である」
○学校施設の在り方に関する調査研究協力者会議報告書「新しい時代の学びを実
現する学校施設の在り方について～School ｆｏｒ ｔｈｅ Ｆｕｔｕｒｅ ［未来思考」で実空
間の価値を捉え直し、学校施設全体を学びの場として創造する～（最終報告）」（令
和４年３月）
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特別支援学校施設整備指針に反映させる共通的事項

（新学習指導要領への対応）

・必要な環境を「いかに整備するか」に加え「いか
に活用するか」「いかに改善するか」という視点が
一層重要であり、これをカリキュラム・マネジメント
の側面の一環として位置付け、内容や時間の配分
等と効果的に組み合わせることにより、学習効果
を最大化させる取組の促進が期待される。

＊学校施設の在り方に関する調査研究協力者会議『これからの特別支援教育
を支える学校施設の在り方について～子供たちが共に学ぶ場、多様な学び場に
ふさわしい環境づくりを目指して～』 令和４年３月 ｐ．19
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カリキュラム・マネジメントとエコシステム

○カリキュラム・マネジメント
・中央教育審議会答申 ２０１６（平成２８）年１２月２１日

各学校には、学習指導要領等を受け止めつつ、子供たちの姿や地域の実情等を踏まえて、各学校
が設置する学校教育目標を実現するために、学習指導要領等に基づき教育課程を編成し、それを実
施・評価し改善していくことが求められる。これが「カリキュラム・マネジメント」である。
・カリキュラム・マネジメントの三つの側面
①各教科等の教育内容を相互の関係で捉え、学校教育目標を踏まえた教科等横断的な視点で、そ
の目標の達成に必要な教育の内容を組織的に配列していくこと。

②教育内容の質の向上に向けて、子供たちの姿や地域の現状等に関する調査や各種データ等に基
づき、教育課程を編成し、実施し、評価して改善を図る一連のPDCAサイクルを確立すること

⓷教育内容と、教育活動に必要な人的・物的資源等を、地域等の外部の資源も含めて活用しながら
効果的に組み合わせること。

〇「エコシステム」
「教育課程のみに焦点を当てた改革から、教育課程ー教材や教科書ー学校評価の在り方―地域の学
校文脈－教師や学校に関わるリソースの実態という、学習者を取り巻く学びの環境や資源のエコシス
テム全体を見通していくことが必要である。」（秋田喜代美委員 ２０２３年４月２７日メモ）
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学習指導要領と教科書と指導計画と
教育課程

○指導計画としての教科書、単元計画としての
教科書

○校内において

学習指導要領・教科書・各教科等指導計画

・教育課程・授業の相互関係を整える

○学習指導要領総則をめぐって
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「教材・教具の適切な活用」
－現行の小学校学習指導要領総則－

第３ 教育課程の実施と学習評価
１ 主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改善

（３） 第２の２の⑴に示す情報活用能力の育成を図るため，各学校
において，コ ンピュータや情報通信ネットワークなどの情報手段を活
用するために必要な環境を整え，これらを適切に活用した学習活動
の充実を図ること。また、各種の統計資料や新聞、視聴覚教材や教
育機器などの教材・教具の適切な活用を図ること。

⑺ 学校図書館を計画的に利用しその機能の活用を図り，児童の主
体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改善に生かすとともに，
児童の自主的，自発的な学習活動や読書活動を充実すること。また，
地域の図書館や博物館， 美術館，劇場，音楽堂等の施設の活用を
積極的に図り，資料を活用した情報 の収集や鑑賞等の学習活動を
充実すること。
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「教材・教具の適切な活用」

平成元年６月

（８）視聴覚教材や教育機器など教材・教具の適切な活用を図るとと
もに、学校図書館を計画的に利用しその機能の活用に努めること。
平成１０年１２月告示
平成１５年１２月一部改正

（８）各教科等の指導に当たっては、児童がコンピュータや情報通信
ネットワークなどの情報手段に慣れ親しみ、適切に活用する学習活
動を充実するとともに、視聴覚教材や教育機器などの教材・教具の
適切な活用を図ること。
平成２０年２月

（９）各教科等の指導に当たっては、児童がコンピュータや情報通信
ネットワークなどの情報手段に慣れ親しみ、コンピュータで文字を入
力するなどの基本的な操作や情報モラルを身に付け、適切に活用す
る学習活動を充実するとともに、こられの情報手段に加え視聴覚教
材や教育機器などの教材・教具の適切な活用を図ること。
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参考資料
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教員養成・研修のためのテキスト

○『“新しい”教科書の使い方－よりよい授業づ
くりのために－（小学校）』令和４年１０月

○『“新しい”教科書の使い方－よりよい授業づ
くりのために－（中学校）』 令和６年３月

○『すぐに使える学習者用デジタル教科書活用
事例集（小学校編）』 令和5年１月

（公益財団法人 教科書研究センター）
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『“新しい”教科書の使い方
－よりよい授業づくりのために－』など
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42教科書研究センター『“新しい”教科書の使い方－よりよい
授業づくりのために－』（小学校国語編抜粋）



43教科書研究センター『“新しい”教科書の使い方－よりよい
授業づくりのために－』（中学校社会編抜粋）



44教科書研究センター『“新しい”教科書の使い方－よりよい
授業づくりのために－』（中学校数学編抜粋）



45教科書研究センター『“新しい”教科書の使い方－よりよい
授業づくりのために－』（小学校理科編抜粋）


